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村
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
と
健
康
を
守

る
た
め
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の

徹
底
に
最
優
先
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
県
内
で
の
第
６
波
の
爆
発
的
な
感
染
拡

大
は
、
依
然
と
し
て
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す
る

気
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
新
た
な
変

異
株
に
よ
る
ま
ん
延
が
繰
り
返
さ
れ
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
徹

底
に
つ
い
て
の
啓
発
に
一
層
に
も
努
め
ま

す
。
そ
し
て
、
１
月
末
か
ら
実
施
中
の
ワ

ク
チ
ン
の
追
加
接
種
を
計
画
に
沿
っ
て
円

滑
に
推
進
し
、
４
月
末
ま
で
に
（
高
齢
者

３
月
上
旬
で
、
一
般
４
月
末
で
）
対
象
希

望
者
の
ほ
と
ん
ど
の
接
種
を
完
了
す
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
も
、
商
工
・
観
光
業
な
ど

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
支
援
策
や
終
息
後
に
向
け
た

活
性
化
策
へ
の
取
り
組
み
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
は
令
和
元
年
台
風
災
害
か
ら
４
年

目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
改
め
て

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
、
復
旧
へ
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
村
民
の
方
々
の
ご
協
力

に
感
謝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

全
国
か
ら
の
お
励
ま
し
に
お
礼
を
申
し
上

げ
、
今
後
も
一
日
も
早
い
復
興
の
完
遂
に

努
め
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
１
月
15
日
に
発
生
し
た
ト

ン
ガ
王
国
で
の
海
底
火
山
大
規
模
噴
火
の

影
響
で
、
本
村
に
も
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
、
避
難
指
示
の
発
令
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
日
本
海
溝
・
千
島

海
溝
地
震
の
発
生
確
率
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
避
難
の
在
り
方
な
ど
の

再
確
認
に
万
全
を
期
す
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
感
染
が
、
１
月
中
旬
か
ら
急
激
に

拡
大
し
、
今
な
お
続
い
て
お
り
ま
す
。
国

産
の
治
療
薬
な
ど
の
実
用
化
が
遅
れ
て
い

る
状
況
で
す
の
で
、
引
き
続
き
気
を
緩
め

ず
、
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
こ
れ
ま

で
以
上
の
徹
底
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
ご

協
力
も
お
願
い
申
し
上
げ
な
が
ら
、
令
和

４
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

所信を述べる柾屋伸夫村長

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止

対
策
の
徹
底

令
和
元
年
台
風
災
害
復
旧

事
業
の
完
遂

　

令
和
元
年
台
風
災
害
復
旧
事
業
の
完
遂

で
は
、
現
在
、
住
宅
再
建
と
公
共
土
木
施

設
復
旧
の
一
部
事
業
に
繰
越
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
令
和
４
年
内

に
完
了
さ
せ
る
よ
う
取
り
進
め
ま
す
。

　
住
宅
で
は
、
11
月
中
旬
ま
で
に
再
建
築

を
予
定
す
る
被
災
者
（
２
名
程
度
）
へ
の

再
建
支
援
補
助
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
共
土
木
施
設
は
、
全
66
件
が
発
注
済

み
と
な
っ
た
中
で
、
令
和
３
年
度
内
に
54

件
が
完
了
し
、
道
路
９
件
と
橋
り
ょ
う
３

件
が
繰
り
越
し
と
な
り
ま
す
。
繰
り
越
し

分
の
一
日
も
早
い
完
了
に
取
り
組
み
、
全

体
的
な
復
旧
完
遂
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
な
お
、
台
風
災
害
復
旧
事
業
の
推
進
に

は
、
盛
岡
市
・
滝
沢
市
・
二
戸
市
か
ら
応

援
技
術
職
員
の
派
遣
（
令
和
３
年
度
で
終

了
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
県
営
事
業
の
「
普
代
の
沢
砂
防

堰
堤
整
備
工
事
」
は
令
和
４
年
度
完
成
が

予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
村
に
お
い
て
も

「
上
区
地
区
排
水
ポ
ン
プ
整
備
工
事
（
２

億
２
０
０
０
万
円
）」
の
令
和
４
年
度
完

成
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
続
け
る
な

ど
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
の
推
進
に
も

鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

くろさき荘内のワーケーション
スペース（BLUE BASE FUDAI）

　令和４年第２回村議会定例会が３月７日から 10 日
までの４日間開かれ、令和４年度の予算など 21 議
案が原案のとおり可決・同意されました。
　柾屋伸夫村長は議会初日の施政方針演述で、令和
４年度の村づくりの重点事項や主要な施策などを明
らかにしました。
　村の活性化を目指した演述の内容と村の予算につ
いてお知らせします。

コロナを乗り越え、

にぎわいと活気に

　　　　　あふれる

　　 青の国ふだいへ

◆
は
じ
め
に

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
推
進

　

昨
年
10
月
ま
で
の
１
年
間
に
住
基
人
口

で
50
人
（
自
然
減
34
人
、
社
会
減
16
人
）

の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
社
会
経
済

活
動
の
担
い
手
の
不
足
は
も
と
よ
り
、
村

全
体
の
魅
力
や
活
力
の
低
下
へ
の
影
響
が

少
な
く
な
い
中
で
、
そ
の
抑
制
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
う
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
推
進
に
全
力
を
挙
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
方
創
生
事
業
（
最
終
年
度
分
１
３
２

３
万
円
）
で
は
、
村
の
魅
力
を
し
っ
か
り

と
発
信
す
る
中
で
、
そ
の
魅
力
を
活
か
し

た
仕
事
モ
デ
ル
の
創
出
や
移
住
者
の
誘

致
、
そ
の
伴
走
支
援
に
取
り
組
み
、
産
業・

経
済
の
好
循
環
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
志
向
の
方
々
へ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
情
報
発
信
（
３
４

４
万
円
）、
普
代
ラ
ジ
オ
で
の
青
の
国
の

魅
力
発
信
（
５
０
２
万
円
）
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
４
名
（
民

間
３
名
と
行
政
１
名
）、
１
９
０
４
万
円
）

や
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
９
名
、

１
５
６
万
円
）
と
も
協
力
し
合
い
、
村
の

魅
力
の
掘
り
起
こ
し
や
磨
き
上
げ
、
関
係

人
口
の
拡
大
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
納
税
（
２
億
円
）」

は
返
礼
品
提
案
業
者
と
の
連
携
強
化
に
努

め
た
取
り
組
み
を
一
層
に
も
進
め
る
と
と

も
に
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
運

用
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

復旧事業を完遂させ、災害に強い村づくり
の推進に努めます（普代の沢砂防堰堤工事）

ワクチンの追加接種を
円滑に推進します

昨年９月に着任した堀家協力隊
員（左）と谷口協力隊員

村政運営の重点事項 村長施政方針演述
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保育活動を支え、小中一貫教育の深化に努
めます（普代小学校運動会）

コロナ後も見据え、周辺施設と合わせた、
くろさき荘の誘客活動に全力を尽くします

文化・芸術振興の活動を支援しま
す（鵜鳥神楽）

　
就
学
前
教
育
で
は
、「
は
ま
ゆ
り
子
ど

も
園
」
の
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
・
子

育
て
支
援
室
の
機
能
の
適
切
な
発
揮
と
保

育
の
質
の
向
上
に
努
め
つ
つ
、
Ｎ　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
営
す
る
「
森
の
よ
う
ち
え

ん
」
の
生
き
る
力
を
育
む
特
色
あ
る
保
育

活
動
も
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
深

化
に
努
め
つ
つ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備（
１

３
１
７
万
円
）、ス
ク
ー
ル
バ
ス
更
新
（
９

１
３
万
円
）、
学
官
連
携
推
進
事
業
（
２

３
３
万
円
）
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
義
務
教
育
学
校
建
設
予
定
地
の

決
定
手
続
き
を
推
進
し
つ
つ
、
用
地
造
成

や
基
本
設
計
へ
の
準
備
に
も
取
り
組
み
ま

す
。 学

ぶ
喜
び
を
村
づ
く
り
に

つ
な
げ
る

未
来
を
拓
く
活
力
あ
る

産
業
を
育
て
る

　
水
産
業
で
は
、
新
規
就
業
者
確
保
事
業

（
４
７
２
万
円
）
や
水
産
業
活
性
化
事
業

（
９
０
０
万
円
）
を
行
い
つ
つ
、
漁
港
整

備
は
、
太
田
名
部
と
堀
内
（
県
営
へ
の
地

元
負
担
４
７
０
万
円
、臨
港
道
路
設
計
等
）

や
沢
（
５
１
０
０
万
円
、
北
防
改
良
等
）

健
や
か
に
、安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る

　

一
般
保
健
活
動
で
は
、
遠
隔
健
康
相
談

（
38
万
円
）
や
検
診
受
診
率
向
上
対
策
（
３

３
８
万
円
）、
検
診
受
診
一
部
負
担
金
助

成
（
６
６
０
万
円
）、
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
（
37
万
円
）
な
ど
を
行
い
、
健
康
増
進

意
識
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
生
活
習
慣
病

予
防
に
よ
る
健
康
長
寿
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無

料
化
（
７
２
３
万
円
）
の
継
続
や
医
療
機

器
更
新
（
歯
科
ユ
ニ
ッ
ト
、４
４
０
万
円
）

な
ど
に
も
取
り
組
む
と
と
も
に
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
相
談
に
対
応
し
つ
つ
、

保
健
指
導
な
ど
も
行
う
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
所
し
（
１
１
０

万
円
）、
子
育
て
等
支
援
強
化
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
保
健
福
祉
は
、
直
営
化
３
年
目

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
な

運
営
（
３
６
１
８
万
円
）
を
図
り
つ
つ
、

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や
小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
の
運
営
助
成（
１
９
８
０
万
円
）、看
護・

介
護
職
養
成
奨
学
金
貸
与（
４
６
０
万
円
）

な
ど
も
行
い
つ
つ
、
普
代
福
祉
会
と
連
携

し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
（
１
５
６

万
円
）
や
緊
急
通
報
体
制
の
確
保
（
49
万

な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
新
魚
市
場
整

備
は
実
施
設
計
（
４
５
０
０
万
円
）
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、「
海
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
ふ

だ
い
」
は
休
止
と
し
ま
す
。

　　　
農
業
は
、
和
野
山
で
の
湧
水
処
理
（
３

４
５
万
円
）
を
行
う
と
と
も
に
、
ホ
ウ
レ

ン
草
で
の
土
壌
消
毒
（
31
万
円
）、
種
子

購
入
（
53
万
円
、
寒
じ
め
、
菌
床
し
い
た

け
等
）、新
規
作
物
栽
培
（
50
万
円
、５
戸
、

ピ
ー
マ
ン
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
）
な
ど
へ

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
鳥
獣
防
除
は
、
資
器
材
や
活
動
へ
の
助

成
（
１
８
２
万
円
）
を
行
い
、
被
害
防
止

に
努
め
ま
す
。

　
林
業
は
、
原
木
し
い
た
け
生
産
維
持
の

た
め
の
植
菌
助
成
（
１
９
７
万
円
）
を
継

続
し
つ
つ
、
ナ
ラ
枯
れ
防
止
（
１
１
７
６

万
円
）
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
森
林
環
境

譲
与
税
事
業
（
６
０
０
万
円
）
で
は
、
第

11
～
15
地
割
の
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査

や
現
地
確
認
（
Ｒ
３
年
度
ま
で
に
、
第
１

～
10
地
割
の
１
９
７
㌶
・
１
２
７
名
実
施
）

な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
村
有
林
の
植
林
等
（
10
㌶
、
60

万
円
）
や
マ
ツ
タ
ケ
講
習
会
の
開
催
（
７

万
円
）
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
業
は
、
地
元
消
費
拡
大
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
（
６
０
０
万
円
）
や

青
の
国
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
促
進
（
１

０
０
万
円
、
商
工
会
）
を
支
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
新
規
起
業
補
助
（
２
０

０
万
円
）
を
運
用
す
る
と
と
も
に
、
運
転

資
金
等
確
保
預
託
（
１
０
０
０
万
円
）
や

経
営
指
導
支
援
商
工
会
補
助
（
３
８
０
万

円
）
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
は
、「
ふ
だ
い
ま
つ
り
」（
３
２
０

万
円
）
や
諸
イ
ベ
ン
ト
（
ビ
ー
チ
ヨ
ガ
・

神
楽
の
日
・
音
楽
の
広
場
へ
の
助
成
、
１

９
０
万
円
）
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
観

光
バ
ス
誘
致
（
２
０
０
万
円
）、
宿
泊
助

成
（
１
０
０
０
万
円
）
を
実
施
し
つ
つ
、

普
代
浜
海
水
浴
場
の
再
開
（
８
０
万
円
）

や
黒
崎
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
期
間
延
長

（
３
カ
月
）
な
ど
も
行
い
入
込
拡
大
を
期

し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
立
公
園
利
用
拠
点
整
備
（
黒

崎
園
地
、
２
４
２
０
万
円
）
に
継
続
し
て

取
り
組
み
な
が
ら
、
人
道
橋
と
Ｒ
Ｖ
パ
ー

ク
が
供
用
と
な
る
キ
ラ
ウ
ミ
公
園
や
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
、
恋
す
る
灯
台
（
59

万
円
）
な
ど
の
活
用
に
も
努
め
ま
す
。

　　　　
な
お
、
く
ろ
さ
き
荘
の
運
営
は
、
復
興

特
需
の
終
わ
り
に
加
え
、
令
和
３
年
度
も

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

宿
泊
客
数
が
コ
ロ
ナ
禍
前
を
２
割
程
度
下

回
る
（
令
和
元
年
度
８
１
８
１
人
→
令
和

３
年
度
６
８
０
０
人
程
度
）見
込
み
で
す
。

収
支
は
、
宿
泊
収
入
（
令
和
元
年
度
比
２

介護予防や健康づくりを推進します
（村シルバー人材センターの皆さん）

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
は
ま
ゆ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
へ
の
事
業
委
託
（
４
２
０
万
円
）
を

継
続
し
つ
つ
、
村
民
相
互
の
広
範
な
交
流

な
ど
も
活
発
化
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
は
、放
課
後
子
ど
も
教
室（
４

０
６
万
円
）
や
学
校・地
域
協
働
事
業
（
１

９
３
万
円
）
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
伝
統
や
文
化
を
学
ぶ
講
座
な
ど
を
開

催
し
つ
つ
、「
鵜
鳥
神
楽
保
存
会
」
な
ど

へ
の
活
動
支
援
（
１
２
０
万
円
）
も
行
い
、

芸
術
・
文
化
振
興
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新魚市場の整備に向けた実施設計を行い
ます（太田名部魚市場）

５
０
万
円
減
）
に
加
え
、
宴
会
等
収
入
が

大
幅
な
減
（
令
和
元
年
度
比
１
７
１
０
万

円
減
）
と
な
り
、
昨
年
度
と
同
様
に
極
め

て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
っ
て
、令
和
３
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

一
般
会
計
か
ら
の
運
営
支
援
が
不
可
欠
で

あ
り
、
議
員
各
位
や
村
民
の
皆
さ
ま
に
衷

心
よ
り
の
お
詫
び
を
申
し
上
げ
な
が
ら
、

ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　

　
ま
た
、令
和
４
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
や
観
光
動
向
な
ど
見
極

め
難
く
、
厳
し
さ
が
続
く
こ
と
も
予
測
さ

れ
ま
す
が
、
村
に
と
っ
て
不
可
欠
な
施
設

の
持
続
の
た
め
、
観
光
サ
イ
ド
で
の
先
々

に
向
け
た
周
辺
施
設
の
着
実
な
魅
力
ア
ッ

プ
の
後
押
し
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
層

の
地
元
利
用
の
増
や
、
番
屋
め
し
誘
客
な

ど
を
含
め
た
コ
ロ
ナ
後
も
見
据
え
た
誘
客

活
動
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で

快
適
な
環
境
を
つ
く
る

　　
地
球
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
公
共
施
設

の
カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業

（
２
億
４
５
６
万
円
）
が
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
設

円
）
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
２
７
２
万
円
）
や
社
会

福
祉
協
議
会
（
１
５
５
６
万
円
）
へ
の
運

営
助
成
と
人
的
支
援
も
行
い
、
高
齢
者
相

談
や
生
き
が
い
活
動
を
支
え
て
ま
い
り
ま

す
。
敬
老
会
（
２
７
１
万
円
）
は
、
演
芸

鑑
賞
会
（
無
飲
食
）
と
敬
老
の
お
祝
い
商

品
券
事
業
（
２
千
円
／
人
）
を
行
い
ま
す
。

イベントの開催、支援を行い観光振興を図りま
す（キラウミで開催された音楽の広場）

キラウミにオープンした車中泊専用の
ＲＶパーク

総合発展計画の主要施策 村長施政方針演述
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信
頼
さ
れ
る
役
場
づ
く
り
に
資
す
る
職

員
資
質
の
向
上
の
た
め
、
市
町
村
職
員
研

　
令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
と
影
響
が
続
く
産
業
経
済
の
活
性
化
へ

の
取
り
組
み
、
台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
の

完
遂
へ
の
取
り
組
み
、
人
口
減
少
抑
制
や

村
の
元
気
回
復
を
図
る
総
合
戦
略
へ
の
取

り
組
み
、
そ
し
て
、
村
ト
ッ
プ
プ
ラ
ン
の

基
本
目
標
を
達
成
し
て
い
く
た
め
の
諸
事

業
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
へ
の
船
出
も
、
コ
ロ
ナ
禍

や
漁
業
不
振
か
ら
抜
け
出
す
灯
が
見
え
な

い
中
の
船
出
と
な
り
ま
す
。先
人
た
ち
も
、

幾
度
と
な
く
、
よ
り
厳
し
い
船
出
を
強
い

ら
れ
な
が
ら
、
一
心
に
、
村
の
持
続
と
さ

ら
な
る
発
展
を
想
い
、
困
難
を
乗
り
越
え

続
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
私
ど
も
も
、
一
日
も
早
く
、
こ
の
困
難

を
乗
り
越
え
、
街
な
か
や
道
の
駅
、
普
代

浜
園
地
キ
ラ
ウ
ミ
な
ど
が
に
ぎ
わ
い
、
魚

市
場
や
各
浜
に
も
活
気
が
あ
ふ
れ
、
村
内

ど
こ
で
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち
や
若
者
、

女
性
な
ど
の
弾
む
声
が
聞
こ
え
て
く
る
村

を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
関
係
諸
団
体
や

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
益
々
に
も
一
致
団

結
し
て
底
力
を
発
揮
い
た
だ
き
、
村
が
活

き
活
き
と
蘇
生
し
て
い
く
よ
う
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
私
も
、
そ
の
先

頭
に
立
ち
、
渾
身
の
力
を
傾
注
し
て
取
り

組
み
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
、
ご
指
導
、

ご
協
力
も
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信
の
表

明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
、

　
た
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
で
は
、
芦
生
大

橋
の
補
修
設
計
（
５
０
０
万
円
）
や
村
内

８
橋
の
点
検
修
繕
計
画
策
定
（
６
０
０
万

円
）に
取
り
組
み
ま
す
。河
川
維
持
で
は
、

大
沢
川
な
ど
で
の
堆
積
土
砂
撤
去
（
１

０
０
０
万
円
）
も
行
い
ま
す
。

　
水
道
・
漁
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
効

率
的
な
事
業
運
営
の
た
め
の
地
方
公
営
企

業
法
適
用
化
移
行
事
業（
１
０
１
０
万
円
）

を
行
い
ま
す
。

　
汚
水
処
理
は
、
個
別
合
併
処
理
の
拡
充

（
普
及
率
43
・
６
㌫
）
に
向
け
た
補
助
の

嵩
上
げ
（
６
割
嵩
上
げ
、
８
戸
、
５
５
０

万
円
）
を
継
続
し
、
普
及
率
の
拡
大
に
努

め
ま
す
。

　
防
災
は
、
頻
発
・
激
甚
化
す
る
異
常
気

象
災
害
や
地
震
・
津
波
災
害
に
備
え
る
よ

う
、
防
災
行
政
無
線
機
能
強
化
（
非
常
用

蓄
電
池
更
新
、
４
０
６
万
円
）
や
災
害
後

方
支
援
拠
点
広
場
整
備
（
上
区
地
区
、
３

６
６
７
万
円
（
広
場
内
道
路
、
ト
イ
レ
））

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
防
災
マ
ッ
プ
作

成
（
３
８
５
万
円
）
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　　
交
通
安
全
は
、
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
着
実
な
取
り
組
み
を
行
い
つ

つ
、
引
き
続
き
、
事
故
防
止
や
飲
酒
運
転

撲
滅
へ
の
啓
発
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
に

資
す
る
よ
う
再
犯
防
止
推
進
計
画
（
11
万

円
）
の
策
定
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

◆
む
す
び
に

備
助
成
（
75
万
円
）
へ
の
取
り
組
み
を
強

め
な
が
ら
、
村
全
体
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
計

画
の
調
査
（
27
万
円
）
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
道
の
駅
へ
の
電
気
自
動
車
充
電
ス
タ

ン
ド
の
整
備
（
８
０
０
万
円
）
を
行
う
と

と
も
に
、
本
村
沖
で
の
洋
上
風
力
発
電
に

つ
い
て
の
国
の
調
査
な
ど
へ
の
積
極
的
な

協
力
も
行
い
ま
す
。

　
住
宅
は
、力
持・芦
渡
住
宅
の
修
繕
（
８

戸
、
１
４
０
６
万
円
）
や
浄
化
槽
設
置
改

修
加
算
付
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
（
12
件
、
１

４
０
万
円
）
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
旧

南
浜
住
宅
の
解
体
（
２
棟
、
１
１
３
４
万

円
）
も
進
め
ま
す
。

　　　
道
路
維
持
整
備
は
、
普
代
平
井
賀
線
舗

装
打
替
え
（
２
３
０
０
万
円
）
や
力
持
浜

ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
道
路
施
設
点
検
補
修
設

計
（
３
２
０
０
万
円
）
を
行
い
ま
す
。
ま

災害後方支援拠点広場の整備を進めます

村営住宅の修繕やリフォーム助成を行います
（芦渡住宅）

道路維持整備や橋りょうの長寿命化を図ります

修
協
議
会
で
の
諸
研
修
は
も
と
よ
り
、
村

独
自
の
人
事
評
価
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修

（
52
万
円
）
へ
の
受
講
拡
大
を
図
り
、
時

代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
、
柔
軟
な

発
想
と
行
動
力
を
備
え
た
職
員
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

　　　　　　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
は
、
郵
便
局

で
の
村
税
等
の
収
納
を
４
月
よ
り
行
い
ま

す
。
ま
た
、
令
和
５
年
１
月
を
目
途
に
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付
（
住
民
票
・

印
鑑
証
明
書
、
２
３
４
万
円
）
を
開
始
す

る
ほ
か
、
同
年
４
月
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
収
納
（
１
５
２
７

万
円
）
を
開
始
す
る
た
め
の
準
備
作
業
も

進
め
ま
す
。

　
財
政
運
営
は
、
優
遇
起
債
活
用
に
よ
り

実
質
公
債
費
比
率
（
Ｒ
２
：
９
・
６
㌫
）

は
低
下
が
続
き
、
将
来
負
担
比
率
も
ゼ
ロ

水
準
（
Ｒ
２
：
０
・
０
㌫
）
で
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
健
全
性
を
維
持
し
て

い
く
よ
う
、
各
事
業
の
コ
ス
ト
削
減
と
特

別
会
計
繰
出
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

財
政
調
整
基
金
は
、
今
後
の
大
規
模
建
設

事
業
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
災
害
に
も
万

全
に
対
応
で
き
る
水
準
を
維
持
し
ま
す
。

　

広
域
行
政
は
、
久
慈
広
域
連
合
で
の
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
や
認
知

症
高
齢
者
支
援
体
制
の
構
築
な
ど
に
取
り

組
む
介
護
保
険
事
業
、
複
雑
多
様
化
す
る

消
防
需
要
へ
の
広
域
的
な
対
応
と
通
信
体

制
強
化
の
た
め
の
「
い
わ
て
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
」
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
消
防

事
業
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
の
促
進
、

新
た
な
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
取
り
組
む
衛
生
事
業
の
円
滑
な
推
進

に
、
構
成
市
町
村
と
と
も
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
な
お
、
久
慈
広
域
道
の
駅
施
設
は
来
年

３
月
の
完
成
予
定
で
工
事
中（
Ｒ
４
負
担・

８
２
９
万
円
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本

村
分
の
市
町
村
情
報
発
信
ブ
ー
ス
の
活
用

準
備
も
進
め
ま
す
。

　
沿
岸
知
的
障
害
児
施
設
組
合
は
３
月
15

日
に
「
は
ま
ゆ
り
学
園
」
の
閉
園
式
が
執

り
行
わ
れ
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
施
設

解
体
と
組
合
の
解
散
手
続
き
が
進
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
こ
の
順
調
な
推
進
（
Ｒ
４
負

担
・
37
万
円
）
に
構
成
市
町
村
と
と
も
に

取
り
組
み
ま
す
。

役場新採用職員（左から笹原裕樹社会福祉士、中井
砂弥主事、西野来那主事補）

持
続
可
能
な
仕
組
み
を

み
ん
な
で
つ
く
る

総合発展計画の主要施策 村長施政方針演述
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朝日が降り注ぐ堀内漁港
（３月 23 日午前６時 10 分）

令和４年度
一般会計の当初予算

　令和４年度の村づくりに使われる当初予算が３

月定例会で決まりました。一般会計当初予算は

31億7,600万円（前年度比２億 4,500 万円減）で

す。普代川治水対策上区地区排水ポンプ整備工事

やふるさと納税を活用した地域産業促進事業など

に取り組み、安心・安全で将来にわたり持続可能

な地域づくりを進めます。

歳出の構成比 歳入の構成比

用語の説明（歳出）
総務費………村長や議会議員、職員などの人件費や財産管

理、地域振興などに使うお金
民生費………高齢者や障がいを持った人、児童の福祉推進、

子ども園の維持管理に使うお金
公債費………公共事業などの際に借りたお金の返済に使う

お金
教育費………小・中学校の管理運営や施設整備、生涯学習、

文化財保護などに使うお金
農林水産業費…漁港の整備や森林の管理、保全に使うお金
土木費………道路や橋りょう、公園、公営住宅の整備など

に使うお金
消防費………普代分署や消防団の運営など、消防活動や救

急活動に使うお金
商工費………商店街の活性化、観光施設の維持管理、観光

イベントなどに使うお金
衛生費………ごみやし尿の処理や健康増進事業に使うお金
災害復旧費…自然災害で被害を受けたインフラ施設などの

復旧に使うお金

用語の説明（歳入）
地方交付税………一定の行政サービス水準を維持する
　　　　　　　　ため、国から交付されるお金
村債………………建物や道路などの公共事業に充てる
　　　　　　　　ため、村が起こす借入金
国庫支出金………特定の事務・事業に対し国から交付　
　　　　　　　　されるお金
県支出金…………特定の事務・事業に対し県から交付　
　　　　　　　　されるお金
地方譲与税………市町村に代わって国が集めて、市町
　　　　　　　　村に交付されるお金
繰入金……………村の預金などを取り崩したお金
村税………………村民税や固定資産税など皆さんに納
　　　　　　　　めていただいたお金　　　　　　　　　
諸収入……………村の預金利息や貸付金の元利収入
使用料・手数料……住民票などの証明書の発行手数料など
その他繰越金など…ふるさと納税などの寄付金や前年度　
　　　　　　　　から繰り越されたお金

特別会計予算額（　）内は前年度比

総額  ９億3,200万円
国民健康保険事業	 ４億2,780万円	 （7.4％）

国保診療施設事業	 ２億440万円	（△ 1.3％）

簡易水道事業	　　　　　　　　１億円　   （2.4％）

休養施設事業	 １億3,450万円	 （8.0％）

漁業集落排水事業	 3,180万円	 （6.7％）

後期高齢者医療事業	 3,350万円	 （6.0％）

令和４年度の主な事業
事業内容 予算額

普代川治水対策上区地区排水ポン
プ整備工事 ２億2,000 万円

ふるさと納税を活用した地域産業
促進事業 １億2,222 万円

新魚市場整備事業に係る実施設計
業務委託 4,500 万円

道路施設補修・補強調査設計業務
委託 3,500 万円

黒崎園地修景改善工事 2,420 万円

４年度の当初予算は 3131 億億76076000万円万円

　

予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
、
ど
ん
な
事

業
に
ど
の
く
ら
い
の
お
金
を
か
け
て
行

う
か
示
す
も
の
で
す
。
村
で
は
一
般
会

計
予
算
と
特
別
会
計
予
算
が
あ
り
ま
す
。

　　
歳
入
（
村
に
入
る
お
金
）
の
主
な
も

の
は
、
村
の
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
が

２
億
８
２
５
万
円
（
前
年
度
比
４
９
５

万
円
減
）、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
が
14
億
８
０
０
０
万
円
（
同
６

０
０
０
万
円
増
）、
国
庫
支
出
金
が
２

億
３
８
１
７
万
円
（
同
４
億
３
６
２
７

万
円
減
）、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
県
支

出
金
が
９
６
７
７
万
円（
同
49
万
円
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
（
村
で
使
う
お
金
）
の
主
な
も

の
は
、
総
務
費
が
８
億
７
０
９
５
万
円

（
前
年
度
比
９
５
０
１
万
円
増
）、
土
木

費
が
４
億
２
３
６
０
万
円
（
同
９
４
９

２
万
円
増
）、
商
工
費
が
１
億
２
３
４

２
万
円（
同
２
３
８
０
万
円
増
）と
な
っ

た
も
の
の
、
工
事
の
完
了
に
よ
り
、
災

害
復
旧
費
が
９
万
円
（
同
４
億
９
５
０

０
万
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

や
簡
易
水
道
事
業
な
ど
６
会
計
。
予
算

総
額
は
９
億
３
２
０
０
万
円
（
前
年
度

比
４
２
８
０
万
円
増
）と
な
り
ま
し
た
。

  

■
一
般
会
計
予
算

  

■
特
別
会
計
予
算

歳 出
31億7600万円

（使うお金）

消防費
１億6356万円

5.2%

民生費
４億8127万円
15.2%

総務費
８億7095万円
27.4%

公債費
４億6314万円
14.6%

農林水産業費
２億2315万円

7.0%

教育費
２億2594万円

7.1%
土木費

４億2360万円
13.3%

衛生費
１億4435万円

4.6%

商工費
１億2342万円

3.9%

議会費
5542万円
1.7%

予備費ほか
111万円
災害復旧費
９万円

歳 入
31億7600万円
（入るお金）

自主財源
24.2%

依存財源
75.8%

村債
4億7710万円
15.0%

県支出金
9677万円
3.0%

地方交付税
14億8000万円
46.6%

その他繰越金など
２億1698万円

6.9%

使用料・手数料
2005万円
0.6%

繰入金
２億6084万円

8.2%

村税
２億825万円
6.6%

諸収入
6093万円
1.9%

その他交付金など
6811万円
2.2%

地方譲与税
4880万円
1.5%

国庫支出金
２億3817万円

7.5%
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ふだいのわだい

協
定
書
を
手
に
す
る
合
田
支
社
長
（
右
）

と
柾
屋
村
長

　

村
と
第
一
生
命
保
険
（
東
京
、

稲
垣
精
二
社
長
）
は
４
月
６
日
、

高
齢
者
見
守
り
事
業
に
関
す
る
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

　
締
結
式
は
役
場
で
行
わ
れ
、
柾

屋
伸
夫
村
長
と
合ご
う
だ田
守
盛
岡
支
社

長
が
協
定
書
に
調
印
。

　
協
定
内
容
は
、
第
一
生
命
保
険

の
社
員
の
方
々
が
業
務
中
に
各
家

庭
を
訪
問
す
る
際
、
何
ら
か
の
異

変
に
気
付
い
た
場
合
は
村
や
関
係

機
関
に
連
絡
す
る
こ
と
で
、
早
期

発
見
に
つ
な
げ
、
必
要
な
対
応
を

行
う
も
の
。
村
内
に
は
現
在
約

１
４
０
人
の
契
約
者
が
い
て
、
見

守
り
活
動
も
行
い
ま
す
。

　
柾
屋
村
長
は
「
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、
大
き
な

力
に
な
る
」
と
感
謝
し
、
合
田
支

社
長
は
「
村
民
の
皆
さ
ん
に
安
心

安
全
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
頑

張
る
」
と
決
意
し
て
い
ま
し
た
。

齢
者
の
見
守
り
活
動
に
支
援

第
一
生
命
保
険
と
協
定
を
結
ぶ

高

　

令
和
３
年
度
「
３
歳
児
健
診
む

し
歯
ゼ
ロ
」
の
子
ど
も
９
人
と
70

歳
と
80
歳
で
自
分
の
歯
が
20
本
以

上
あ
る
「
７
０
２
０
」
達
成
者
２

人
、「
８
０
２
０
」
達
成
者
３
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
む
し
歯
ゼ
ロ
」
の
子
ど
も
た

ち
に
は
、
個
別
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
、「
７
０
２
０
」
お
よ
び
「
８

０
２
０
」
達
成
者
に
は
、
村
歯
科

診
療
所
で
藤
原
秀
世
所
長
か
ら
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
０
２
０
を
達
成
し
た
赤
坂
吉

見
さ
ん
は
「
丁
寧
な
治
療
を
し
て

い
た
だ
い
た
藤
原
先
生
や
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
食
事
を
楽
し
み
、

歯
み
が
き
も
頑
張
り
ま
す
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
省
略
）

　
▼
３
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
者

…
大
村
惺せ

な絆
、
鬼
束
真ま

さ
ゆ
き行、

高
浜

馨か
お
る
こ子
、
中
花
澪れ

い
あ愛
、
本
波
蓮れ

ん
、
赤

坂
音お

と怜
、
砂
合
旭あ

さ
ひ、

前
川
獅し

お
ん凰
、

工
藤
颯さ

や
ね

耶
音

　
▼
８
０
２
０
達
成
者
…
赤
坂
吉

見
、
葛
形
安
美

　

▼
７
０
２
０
達
成
者
…
中
居

昇
、
熊
谷
孝
之
、
羽
場
か
よ
子

歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
で
９
人
が
表
彰

健
康
な
「
歯
」
を
い
つ
ま
で
も

３

7020、8020 を達成した皆さん（左から赤坂さん、
中居さん、熊谷さん、羽場さん※葛形さんは欠席）

躍
動
感
あ
る
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た

Shinys

の
メ
ン
バ
ー

　

Cheerful Party 2022

チ

ア
ダ
ン
ス
合
同
発
表
会
が
４
月
３

日
、
久
慈
市
の
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
村
の
チ
ア
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
「S

シ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

hinys

」
が
出
演

し
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
は
、
洋
野
町
の
「
洋

野Seagirls

」
や
久
慈
市
の
チ
ア

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
「Cherish

」
も

出
演
し
、
ポ
ン
ポ
ン
を
手
に
は
つ

ら
つ
と
し
た
踊
り
を
披
露
。
演
技

が
終
わ
る
た
び
、
会
場
は
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
坂
上
き
ら
り
さ
ん
は
「
こ
の
発

表
会
で
引
退
し
ま
す
。
今
日
の
舞

台
が
一
番
の
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
、
畠
山
茉ま
し
ろ白

さ

ん
は
「
ほ
か
の
チ
ー
ム
の
発
表
を

見
て
、い
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
ダ
ブ
ル
タ
ー
ン
を
極

め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
力
を
込

め
て
い
ま
し
た
。

の
合
っ
た
動
き
で
観
客
を
魅
了

チ
ア
ダ
ン
ス
の
合
同
発
表
会

息

　

旭
日
区
地
域
活
動
拠
点
施
設
が

３
月
25
日
に
完
成
し
、
竣
工
祭
が

４
月
９
日
、
同
施
設
の
大
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竣
工
祭
に
は
、
柾
屋
伸
夫
村
長

や
中
村
裕
村
議
会
議
長
、
村
か
ら

指
定
管
理
を
受
け
た
旭
日
区
自
治

会
の
新
屋
喜
久
男
会
長
を
は
じ
め

役
員
の
皆
さ
ん
な
ど
約
20
人
が
出

席
。
新
屋
会
長
が
「
皆
さ
ま
の
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
38
年

前
、
は
ま
ゆ
り
会
館
が
建
設
さ
れ

た
と
き
の
『
住
み
よ
い
地
域
社
会

を
構
築
す
る
』
と
い
う
思
い
を
引

き
継
ぎ
、
こ
の
施
設
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
大
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、

物
入
兼
控
室
と
調
理
室
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

域
住
民
の
よ
り
所
に

旭
日
区
地
域
活
動
拠
点
施
設
が
完
成

地

完
成
を
祝
い
、
大
ホ
ー
ル
で
記
念
写
真

立派に表彰状を受け取りました

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

４
月
６
日
～
15
日
の
期
間
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
通
学

路　

速
度
を
落
と
す　

思
い
や

り
」。
村
で
は
11
日
、
村
交
通
指

導
隊
員
や
県
交
通
安
全
協
会
久
慈

支
部
普
代
分
会
の
皆
さ
ん
、
役
場

職
員
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
、
普

代
郵
便
局
前
と
旧
普
代
分
署
付
近

で
街
頭
活
動
を
行
い
ま
し
た
。「
命

を
大
切
に
安
全
運
転
を
」
や
「
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
!
交
通
安
全
」
な
ど

と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗
を
手
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
訴

え
、通
学
中
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、

交
通
安
全
啓
発
用
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
ま
し
た
。

　

小
野
寺
誠
普
代
駐
在
所
長
は

「
横
断
歩
道
の
付
近
は
、
特
に
危

険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
も
歩
行
者
も
安
全
を
し
っ
か

り
確
認
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛

け
て
い
ま
し
た
。　

　
昨
年
、
村
内
で
は
人
身
事
故
が

３
件
、物
損
事
故
が
26
件
発
生（
久

慈
警
察
署
交
通
課
調
べ
）
し
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

の
全
国
交
通
安
全
運
動

安
全
な
地
域
を
願
い
街
頭
活
動

春

交通安全啓発用のポケットティッシュを受け取る児童

旭日区自治会で備品を整備
　旭日区自治会は、財団法人自治総合セ
ンターの宝くじ助成金（コミュニティ助
成事業）総額 240 万円を受け、コミュニ
ティ活動備品（折りたたみテーブルやい
す、液晶テレビ、調理器具、刈払機など）
を購入しました。
　購入した備品は、地域の世代間交流事
業や環境整備活動などに活用されます。

宝くじ助成金

折りたたみテーブルやいす、液晶テレビなど

調理器具も整備されました

街頭活動を行う交通安全団体の関係者



みんなのひろばみんなのひろば

  ふだい祭り期間中  ふだい祭り期間中軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。

閉店ありがとうセール 4/30～ 5/5閉店ありがとうセール 4/30～ 5/5

中央区 靴のまわたり ☎ 35－2022

全商品売り尽くし全商品売り尽くし
地下足靴など作業靴もあります地下足靴など作業靴もあります

当店は 5/5 で閉店とさせていただきますが、
中学校指定靴は引き続き販売いたします

35－2276
TEL

分解掃除いたします分解掃除いたします
ロレックス・オメガ・ロンジンその他
腕時計修理腕時計修理

普代村
中央区まつば時計店まつば時計店

定休日 毎週土曜日

壊れた腕時計回収しております

高級高級
舶来舶来

＊ OPEN  19:00~
＊ CLOSE  SUNDAY

＊ TEL  0194 − 35 − 3625
	 080 − 1875 − 1408

大好評のそば、 うどん
一杯いかがですか？ (*^ _ ^*)

飲んだ後に飲んだ後に
小腹が空いた夜食に小腹が空いた夜食に
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本はともだち
◆
幼
児
向
け

　「
た
ん
ぽ
ぽ
た
ん
ぽ
ぽ
、
む
こ

う
の
や
ま
へ
と
ん
で
け
♪
」

　「
ふ
ん
わ
ふ
ん
わ
、
ば
い
ば
ー

い
♪
」

　
ど
う
ぶ
つ
た
ち
の
う
た
に
の
っ

て
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
わ
た
げ
が
、
お

や
ま
に
む
か
っ
て
と
び
た
ち
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ア
リ
ス
館
）

図書室へ
　　行こう！

◆
小
学
生
か
ら
向
け

　

身
近
な
鳥
で
「
嫌
わ
れ
も
の
」

の
カ
ラ
ス
。

　
元
々
森
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

が
、
人
間
が
出
す
ゴ
ミ
に
引
き
寄

せ
ら
れ
て
、
街
へ
お
り
て
き
ま
し

た
。
ご
み
を
散
ら
か
す
カ
ラ
ス
に

も
い
い
た
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
で

す
。
カ
ラ
ス
の
声
に
耳
を
傾
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

（
童
心
社
）

普代村図書室普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

開室時間：午前９時～正午
　　　　  午後１時～午後５時
�休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX：
 　（0194）36-1044

『
カ
ラ
ス
の
い
い
ぶ
ん
』

『
た
ん
ぽ
ぽ 

た
ん
ぽ
ぽ
』

料理が得意な中田さん。オムライス食べさせ
てください !（笑）

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は中田彩香さん（24）
です。

マイフレンド  Vol.165M Y
F R I E N D

　

料
理
や
お
菓
子
作
り
が
趣
味
で
す

　
力
持
出
身
の
中
田
彩
香
さ
ん
。

久
慈
の
高
校
を
卒
業
後
、
専
門
学

校
を
経
て
、
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て

働
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　「
小
さ
い
頃
か
ら
お
菓
子
作
り

が
好
き
で
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
憧

れ
て
パ
テ
ィ
シ
エ
を
目
指
し
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
働
い
て

い
た
と
き
も
、
今
も
、
休
み
の
日

は
お
菓
子
作
り
や
料
理
を
し
て
い

ま
す
。
得
意
料
理
は
オ
ム
ラ
イ
ス

で
す
。
こ
の
前
の
日
曜
日
は
、
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
た
。

家
族
に
振
る
舞
っ
た
ら
、
す
ご
く

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」
と
笑
み
を

こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
は
役
場
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
仕
事
を
し
て
い
る

中
田
さ
ん
。

　
「
一
度
、
地
元
を
離
れ
た
か
ら

こ
そ
、
自
然
の
豊
か
さ
や
人
の
温

か
さ
に
気
付
く
こ
と
が
多
い
で

す
。
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
も
話

し
か
け
て
く
れ
る
人
が
多
く
、
地

元
は
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
話
し
、「
少
し
で
も
村
に
恩
返

し
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

と
思
い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
料
理
や
お
菓
子
作
り

の
目
標
も
伺
う
と
「
も
っ
と
上
手

に
な
っ
て
、
い
つ
か
は
自
分
の
お

店
を
出
せ
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と

夢
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　
…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　
姪
っ
子
と
遊
ん
だ
り
、
お
菓
子

作
り
を
し
て
過
ご
す
こ
と
が
多
い

で
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　
料
理
な
ど
を
学
び
に
海
外
留
学

し
て
み
た
い
で
す
。

―
村
へ
一
言
。

　
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。
気
軽
に
話
し
か

け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で

す
!

嶋
田　
泰
子

み
な
み　
じ
ゅ
ん
こ

広
報
ク
イ
ズ

　
次
の
問
題
を
読
み
、
３
つ
の
答

え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選
び

は
が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
令
和
４
年
度
村
の
一
般
会
計

予
算
は
、
約
何
億
円
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

32
億
円　

Ｂ　

42
億
円　

Ｃ　
52
億
円　

　
②
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
を
受
け
た

３
歳
児
は
何
人
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

８
人　

Ｂ　

９
人　

Ｃ　

10
人　

　
【
応
募
方
法
】は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、住
所（
地
区
）、氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の
名
前
、

電
話
番
号
を
書
い
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽

選
で
３
人
に
村
商
品
券
ま
た
は
図

書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
※
希
望
す
る
方
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

　

○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　
普
代

村
役
場　
広
報
ク
イ
ズ
係

　

○
締
め
切
り
…
５
月
10
日︵
火
）　

当
日
消
印
有
効

　

○
３
月
号
の
答
え
…
①-

B
、

②-

B　

　
○
今
月
の
当
選
者
…
①
鈴
木
麗

依
來
ち
ゃ
ん
②
大
坪
椿
ち
ゃ
ん
③

滝
澤
ひ
び
き
く
ん

滝澤ひびきくん
（久慈市・10 歳）

お
も
し
ろ
い
‼
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
っ

た
よ
○広 

滝澤きららさん
（久慈市・12 歳）

出
会
い
の
春
だ
ね
�
○広  

大坪桜ちゃん
（久慈市・５歳）

人
魚
の
プ
リ
ン
セ
ス
、
ア
リ
エ
ル

上
手
ー
!
○広 

大坪楓くん
（久慈市・６歳）

モ
ノ
マ
ネ
上
手
な
マ
ネ
ネ
!
○広 

大坪椿ちゃん
（久慈市・１歳）

オ
レ
ン
ジ
ペ
ン
で
ク
ル
ク
ル
上
手
に

描
け
た
ね
!
○広 

鈴木麗依來ちゃん
（久慈市・１歳）

春
は
公
園
で
遊
び
た
く
な
り
ま
す
ね
!
○広 

ア
ル
シ
ン
ド
と
ラ
モ
ス
で
す
ね
○広 

菊池祐史さん
（中央区・45 歳）
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◆
新
任
▽
普
代
小
副
校
長
（
宮

古
市
立
磯
鶏
小
教
諭
）
福
井
直
子

▽
同
教
諭（
北
上
市
立
南
小
教
諭
）

阿
部
実
希
子
▽
同
講
師
（
久
慈
小

講
師
）
馬
渡
香
奈
江
▽
普
代
中
教

諭
（
大
野
中
教
諭
）
澤
里
一
志
▽

同
教
諭
（
新
採
用
）
角
谷
佳
祐
▽

同
養
護
教
諭（
夏
井
中
養
護
教
諭
）

大
宮
恵
子
▽
同
講
師
（
普
代
小
講

師
）
小
野
寺
桂
▽
同
講
師
（
岩
手

町
立
一
方
井
小
講
師
）
槻
舘
亜
矢

香
▽
同
講
師
（
久
慈
中
校
長
）
菊

地
理　

　
◆
転
任
▽
住
田
町
立
有
住
小
副

校
長
（
普
代
小
副
校
長
）
大
貫
絵

理
子
▽
花
巻
市
立
宮
野
目
小
教
諭

（
同
教
諭
）
髙
橋
紘
枝
▽
県
北
教

育
事
務
所
指
導
主
事
（
普
代
中
教

諭
）
柏
木
暁
▽
久
慈
中
教
諭
（
同

教
諭
）
中
西
辰
徳

　

◆
退
職
▽
青
木
祐
美
子
（
普
代

中
養
護
教
諭
）

　　

◆
新
任
▽
普
代
分
署
長
（
久
慈

消
防
署
予
防
係
長
兼
当
直
司
令
）

久
慈
克
範
▽
同
副
分
署
長
兼
第
２

係
長（
久
慈
消
防
署
消
防
司
令
補
）

砂
子
重
良
▽
同
消
防
司
令
補
（
同

消
防
司
令
補
）
夕
向
健
士
▽
同
消

防
士
長
（
野
田
分
署
消
防
士
長
）

坂
本
章
悟
▽
同
消
防
士
（
久
慈
消

防
署
消
防
士
）
桑
田
史
洋
▽
同
消

防
士
（
新
採
用
）
鎌
倉
蓮

　

◆
転
任
▽
消
防
本
部
消
防
課
第

２
通
信
指
令
係
長
（
普
代
分
署
副

分
署
長
兼
第
２
係
長
）
欠
畑
誠
▽

山
形
分
署
消
防
司
令
補
（
同
消
防

司
令
補
）
西
塚
智
幸
▽
洋
野
消
防

署
消
防
士
長
（
同
消
防
士
長
）
片

座
俊
也
▽
同
消
防
士
長
（
同
消
防

士
長
）
大
畑
勝
弥
▽
久
慈
消
防
署

消
防
士
（
同
消
防
士
）
赤
坂
祥
基

▽
同
消
防
士
（
同
消
防
士
）
鍬
形

祥
太

　

◆
課
長
級
▽
政
策
推
進
室
長

（
県
議
会
事
務
局
総
務
課
主
査
）

佐
々
木
大
助
▽
税
務
出
納
課
長
兼

会
計
管
理
者
（
総
務
課
課
長
補
佐

兼
財
政
係
長
兼
消
防
防
災
係
長
）

高
井
俊
一
▽
観
光
振
興
室
長
兼
休

養
施
設
管
理
員（
政
策
推
進
室
長
）

森
田
安
彦
▽
住
民
福
祉
課
長
兼
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
住
民

福
祉
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
）
道
下
勝
弘
▽
国
民
健
康
保
険

診
療
所
兼
国
民
健
康
保
険
歯
科
診

療
所
事
務
長
兼
管
理
係
長
事
務
取

扱
（
税
務
出
納
課
長
兼
会
計
管
理

者
）
山
田
晃
人

　
◆
課
長
補
佐
級
▽
政
策
推
進
室

室
長
補
佐
兼
政
策
推
進
係
長
（
政

策
推
進
室
係
長
）
中
村
克
成
▽
税

務
出
納
課
（
出
納
部
門
）
課
長
補

佐
兼
出
納
係
長（
税
務
出
納
課（
出

納
部
門
）
係
長
）
松
葉
修
志
▽
農

林
商
工
課
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長

兼
農
業
委
員
会
併
任
（
農
林
商
工

課
農
政
係
長
兼
農
業
委
員
会
併

任
）
上
戸
鎖
栄
樹

　
◆
係
長
級
▽
総
務
課
財
政
係
長

兼
消
防
防
災
係
長
（
農
林
商
工
課

林
業
係
長
兼
商
工
観
光
係
長
）
熊

谷
剛
▽
住
民
福
祉
課
福
祉
係
長
兼

 

■
小
・
中
学
校

  

■
普
代
分
署

 

■
役
場

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
子
育
て
係
長
（
住
民
福
祉

課
福
祉
係
長
）
森
田
陽
▽
農
林
商

工
課
林
業
係
長
兼
商
工
係
長
（
久

慈
広
域
連
合
派
遣
）
藤
嶋
大
輔
▽

観
光
振
興
室
観
光
係
長
（
農
林
商

工
課
主
事
）
前
川
正
樹

　

◆
主
事
・
主
事
補
級
▽
総
務
課

主
事
（
建
設
水
産
課
主
事
）
澤
口

卓
弥
▽
政
策
推
進
室
主
事
（
総
務

課
主
事
）
坂
下
雄
洋
▽
住
民
福
祉

課
主
事
（
政
策
推
進
室
主
事
）
落

合
涼
香
▽
保
健
セ
ン
タ
ー
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
兼
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師

（
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）
佐
々

木
文
加
▽
観
光
振
興
室
主
事
（
農

林
商
工
課
主
事
）
三
船
和
輝
▽
議

会
事
務
局
出
向
主
事
（
農
林
商
工

課
主
事
）
笹
山
英
幸
▽
教
育
委
員

会
出
向
主
事
（
住
民
福
祉
課
主
事
）

長
根
寛
人

　

◆
新
採
用
▽
住
民
福
祉
課
主
事

補
・
西
野
来
那
▽
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
兼
子
育
て
世
代
支
援
セ

ン
タ
ー
社
会
福
祉
士
・
笹
原
裕
樹

▽
教
育
委
員
会
出
向
主
事
・
中
井

砂
弥

　

◆
派
遣
▽
村
社
会
福
祉
協
議
会

派
遣
（
教
育
委
員
会
出
向
次
長
補

佐
）
宮
田
修
幸
▽
久
慈
広
域
連
合

派
遣
主
事
（
議
会
事
務
局
出
向
主

事
）
新
屋
一
郎　

　
◆
任
期
付
職
員
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
出
向
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園

園
長
（
新
採
用
）・
柏
木
由
美
子

　
◆
派
遣
解
除
▽
太
田
城
人
（
併

任
建
設
水
産
課
主
任
（
滝
沢
市
派

遣
職
員
））
▽
大
道
佑
馬
（
併
任

建
設
水
産
課
技
師
（
二
戸
市
派
遣

職
員
））
▽
土
澤
智
（
県
ふ
る
さ

と
振
興
部
県
北
・
沿
岸
振
興
室
特

命
課
長
（
普
代
村
駐
在
））

　
◆
退
職
及
び
退
任
▽
坂
下
広
見

（
国
民
健
康
保
険
診
療
所
兼
国
民

健
康
保
険
歯
科
診
療
所
事
務
長
兼

管
理
係
長
事
務
取
扱
）
▽
松
頭
育

子
（
教
育
委
員
会
出
向
は
ま
ゆ
り

子
ど
も
園
主
任
保
育
士
）
▽
鎌
田

和
也
（
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
園
長

（
任
期
付
））
▽
太
田
吉
信
（
治
水

対
策
室
長
（
再
任
用
））
▽
松
頭

育
子
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任

介
護
支
援
専
門
員
（
再
任
用
））

佐々木大助さん 
（役場政策推進室長）

感謝・お世話になりました

ようこそ青の国ふだいへ！

柏木由美子さん 
（はまゆり子ども園園長）

久慈克範さん 
（普代分署長）

派遣解除となった太田さん（最前列左から２番目）、
大道さん（同３番目）、土澤特命課長（同４番目）

退任のあいさつをする鎌
田園長

定年退職した坂下事務長（前列左から３
番目）と松頭主任保育士（同４番目）

竹
花
副
村
長
あ
り
が
と
う
！

太
田
副
村
長
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

副
村
長
の
竹
花
強
志
さ
ん
が
、

３
月
31
日
付
で
退
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
竹
花
さ
ん
は
令
和
２
年
４
月
に

着
任
。
元
県
職
員
と
し
て
の
幅
広

い
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、
村
の

地
域
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
尽
力

し
ま
し
た
。
竹
花
副
村
長
は
「
大

き
な
不
安
の
中
で
着
任
し
ま
し
た

た
が
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
２

年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
行
事
が

中
止
に
な
っ
た
の
が
残
念
で
し
た

が
、
ウ
ニ
を
ご
ち
そ
う
い
た
だ
い

た
り
、
定
置
網
の
船
に
乗
っ
た
り

と
、
海
の
村
で
貴
重
な
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
村
の
発
展
と

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
県
環
境
生
活
部

県
民
く
ら
し
の
安
全
課
で
勤
務
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
竹
花
副
村
長
の
退
任
に

伴
い
、
新
し
い
副
村
長
に
は
、
前

治
水
対
策
室
長
の
太
田
吉
信
氏

（
堀
内
・
62
歳
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
令
和
４
年
４
月
１

日
か
ら
同
８
年
３
月
31
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

竹花副村長ありがとうございました !

辞令を受ける太田副村長

村
内
の
人
の
動
き

村
内
の
人
の
動
き

４
月
１
日
付
、退
職
者
な
ど
は
３
月
31
日
付
。表
記
は
新

職
名（
旧
職
名
）氏
名

︱
の
順
で
す
。＝
敬
称
略
＝ロバート・マクミランさん 

（外国語指導助手）
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　後期高齢者医療制度は、75 歳以上
（障がい認定を受けた場合は 65 歳以
上）の人が加入する医療制度です。
　医療を受けるために必要な保険証
は、75 歳の誕生日の前に郵送します。
万が一、紛失や破損した場合は、再交
付できますので役場住民福祉課に届け
出てください。
　ご不明な点などは役場住民福祉課

（☎ 35-2113）まで。

　国民健康保険は、社会保険や共済組
合などに加入していない人が対象で、
自営業者や農業・漁業従事者、企業退
職者などが加入する保険です。
　就職や転職などで、社会保険に加入
もしくは離脱されたときには、役場へ
届け出が必要になります。届け出が遅
れると、国民健康保険税の納付書の送
付や還付が遅れる場合がありますの
で、忘れずに届け出てください。
　詳しくは役場住民福祉課（☎ 35-2
113）まで。

　

 

久慈地区法律相談
▶期日… ５月11日（水）、19日(木)▶
時間…10:30〜15:30▶場所…久慈市・
久慈広域消費生活センター▶問い合わ
せ先…久慈市役所生活環境課（☎
0194-54-8003）

多重債務者相談
▶期日…５月26日(木)▶時間…10:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…５月18日(水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・梅毒・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録
▶日時…５月11日(水) ①エイズ・肝
炎・性器検査：14:00〜16:30 ②骨髄
バンク登録（要予約）：14:00〜16:30

こころの健康相談
▶日時…５月20日(金) 13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…５月16日(月) 14:00〜15:30　
　問い合わせは久慈保健所保健課まで

（☎ 0194-66-9680）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談

３月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓戸籍の窓

交通安全 対策情報交通安全 対策情報

　村からのお知らせなどはこのコーナー
で行います。皆さんからの情報もお待ち
し て い ま す。 総 務 課 広 報 係（ ☎ 35−
2111）

　自動車税種別割は、４月１日現在で
自動車を所有している人に課税される
税金です。納税通知書は４月中に皆さ
んのお宅に発送しますので、納期限ま
でに忘れずに納めましょう。
　４月１日現在で、車検が切れたまま
６カ月を経過している自動車について
は、納税通知書が送付されません。使
用予定がある場合は、自動車税種別割
を納めていただく必要がありますの
で、県税室までお問い合わせください。
▶問い合わせ先…県北広域振興局県税
室（☎ 0194-66-9678）

　
　「岩手芸術祭」は県民の芸術文化活
動の祭典で、美術展示、舞台発表、文
芸集の刊行などを行っています。令和
４年度第 75 回岩手芸術祭を開催する
にあたり、芸術文化の創造と発展をイ
メージさせるテーマを募集します。
▶応募資格…県内在住者、県出身者ま
たは県に本籍がある人、県内に通勤・
通学をしている人
▶応募期限…５月 10 日（火）必着
▶選定および表彰…選定委員により、
優秀作（１点）および佳作（４点以内）
を選定します。優秀作作者には賞状お
よび賞金２万円、佳作入選者には賞金
５千円を贈ります。※中学生以下の入
賞者は図書カードとなります。
▶入賞者の発表…６月上旬
　応募方法など詳しくは、岩手県文化
振 興 事 業 団 総 務 部（ ☎ 019-654-
2235）まで。

　ゴールデンウィ―ク中（４月 29 日
～５月８日）のごみの収集およびごみ
処理施設への搬入については、次のと
おり実施します。
▶集積場のごみ収集…通常どおり収集
▶ごみ処理施設への直接搬入…５月３
日（火）～５日（木）については、
8:30 ～ 12:00 まで直接搬入を受け入
れます。※４月 29 日（金）は直接搬
入は受け入れません。
　その他詳しくは役場住民福祉課（☎
35-2113）または久慈広域連合衛生
課（☎ 0194-66-9090）まで。

　県立二戸高等技術専門校では、離職
者などを対象に再就職に向けた短期講
習を実施します。
▶対象者…公共職業安定所に求職申し
込みしている人
▶コース名…ＯＡ実務科
▶内容…パソコンを使った操作・事務
処理について基本的な技能を習得し、
即戦力として就職を目指す３カ月の職
業訓練
▶受講期間・時間…５月 18 日（水）
～８月 17 日（水）９:00 ～ 16:00
▶費用…受講料は無料（テキスト代な
どは自己負担）
▶申し込み締切…４月 28 日（木）
▶実施会場…久慈高等職業訓練校
　申し込み方法など詳しくは久慈公共
職業安定所（☎ 0194-53-3374）ま
たは県立二戸高等技術専門校（☎
0195-23-2227）まで。

　新型コロナウイルス感染症の影響に
より、収入が減少してしまい、国民年
金保険料の納付が困難な場合には、「臨
時特例免除」という制度があります。
　この制度は、従来の免除制度のよう
に前年所得を基に審査するのではな
く、申請者から申し立ていただいた年
間所得の見込額により、審査していま
す。新型コロナウイルス感染症による
直接的な影響がない場合でも、収入が
減少した事実があれば、広く該当する
こととされていますので、ぜひご相談
ください。
　また、新型コロナウイルス感染症の
影響により失業された人には、失業特
例による免除制度もありますので、ご
相談ください。
▶問い合わせ先…宮古年金事務所（☎
0193-65-2111）

　久慈警察署と県北運転免許センター
が５月２日、施設の老朽化に伴い庁舎
移転します。免許更新や落とし物の届
け出、各種相談などについては、全て
新庁舎で行いますので、警察署に来ら
れる際は、お間違えのないようご注意
ください。今後もご支援とご協力をお
願いします。
▶新庁舎業務開始日時…５月２日（月）
9:00 ～
▶移転場所…久慈市門前第３地割１番
地
▶問い合わせ先…久慈警察署代表電話

（☎ 0194-53-0110）

お誕生おめでとう（２人） 
中花　天晴  （文哉・希）  白　井
山根　陽葵  （司・知香）  中央区
ご結婚おめでとう（４組）
新屋　一郎　  　　  　　旭日区
舘脇　良枝  　  　　　　久慈市
大上　晋平　  　　  　太田名部
熊谷　祥美  　  　　　　堀　内
谷口　智亮  　  　　　　中央区
斎藤　優里　  　　  　　中央区
坂下　大介　  　　  　　茂　市
阿部　理穂  　  　　　　久慈市
お悔やみ申し上げます（５人）
畠山美津子　  黒　崎 　  74歳
伊藤　春雄　  旭日区　   84歳
日向　良介　  旭日区  　 87歳
松頭　貴志　  上　区　   54歳
太田　泰文　 太田名部    67歳

年金保険料を免除できます

離職者の再就職を支援します

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

家庭ごみの状況家庭ごみの状況
Ｒ４. ２月の排出量

ごみの総量 42.1㌧（―11.1㌧）
うち可燃ごみ 34.7㌧ (―9.2㌧ )
うち不燃ごみ   1.5㌧ (-0.6㌧ )
うち資源ごみ   5.9㌧ (－1.3㌧ )

一人一日当たり   608㌘（―85㌘）

※ (　) 内は、前年比

)

久慈警察署庁舎が移転します

受
付
対
象
テ
ー
プ（
原
版
） 使えます

国保資格の届け出を

後期高齢者医療制度 5/31は自動車税種別割の納期限

)

■村内の交通事故《３月》
　人身事故　０件（０件）
　物損事故　3 件（5 件）
※（ ）内は１月からの累計
■救急車の出動件数《３月》  10件
■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）
　県内33市町村中ワースト順位…16位　　　
　　　　　　（令和４年２月28日現在）
　村内の検挙者数《２月》  ０人（0 人）
　県内の検挙者数《２月》 22人（45人）
	 ※（ ）内は１月からの累計

)
)

ＧＷ中のごみ収集、搬入について

岩手芸術祭のテーマを募集

 

募集しています！
募集しています！

連絡先：090-7068-0918（古関）
※ユニフォームはありますので、
　お気軽に !

　34 年目のシーズンが５月からス
タートします。盛岡近郊で、野球を
やりたい人を知っておりましたら、
ぜひご紹介ください。

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

一緒に野球やりませんか
「盛岡普代苦楽部」



５月のこんなこと、あんなこと
日 月 火 水 木 金 土

SS
シャイニーズシャイニーズ

hinyshinys では新メンバー大募集中です‼では新メンバー大募集中です‼
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役場からのお知らせ

第８回教育長杯マ
レットゴルフ大会

（黒崎マレットゴ
ルフ場）

8

15

29

2

9

16

23

30

3

31

4

11

25

　　

5

26

13

20

27

7

14

28

（大安）

（赤口）

（友引）

（大安）

（赤口）

（先勝）

（友引）

（大安）

（赤口）

　　

（赤口）

（先勝）

（友引）

（仏滅）

　　

（友引）

（大安）

（仏滅）

（大安）

（赤口）

（仏滅）

（大安）

（赤口）

（先勝）

鵜鳥神社例大祭

軽自動車税納期限
固定資産税第１期
納期限

青の国からふだい
ラジオ

（16:45~17:00）

移動図書
青の国からふだい
ラジオ

（16:45~17:00）

青の国からふだい
ラジオ

（16:45~17:00）

乳 が ん 検 診（～
30日◯保）
ビーチヨガ（キラ
ウミ）

憲法記念日

青の国からふだい
ラジオ

（16:45~17:00）

みどりの日

２歳６カ月児歯科
教室（受付 12:30
～◯保）

こどもの日

乳 児 健 診（ 受 付
12:30～◯保）
ブックスタート

普代中体育祭
体育施設無料開放日

普代小大運動会

○保は保健センター
○北は北緯40度野球場
○社は社会体育館
○管は管理センター
○ふ はふれあい交流
センター
○診は医科診療所
○Ｂは海洋センター
○は ははまゆり子ど
も園

21

050-3638-0264(鬼束)

豆腐売り歩いています。お買い求めくださんせぇ

ご予約、巡回⽇以外や
電話、LINEでお問合せを♪

豆腐が甘く
なりました

焼き豆腐１枚（130g）100円、おから　１kg 100円
生豆腐　１丁（320g）250円

お陰さまで入園式を終えた
まーちゃんは４歳になりました。
周りのお子さんたちに
いい影響を受け食欲も増え、
自分の荷物の片付ける等
できるようになってきました。 普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

　

県
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

た
、
普
代
浜
園
地
キ
ラ
ウ
ミ
の
北

側
と
南
側
を
つ
な
ぐ
「
キ
ラ
ウ
ミ

か
も
め
橋
」（
歩
道
橋
）
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
橋
の
全
長
は
16
・
５
㍍
で
、
幅

は
２
㍍
。
普
代
川
の
河
口
付
近
や

普
代
浜
に
お
い
て
、
津
波
警
報
な

◆
建
設
水
産
課
か
ら

ど
が
発
令
さ
れ
た
と
き
に
、
海
浜

利
用
者
が
避
難
場
所
ま
で
速
や
か

に
避
難
で
き
る
よ
う
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

※
風
雨
な
ど
で
、
海
が
荒
れ
て
い

る
と
き
や
川
の
水
位
が
上
昇
し
て

い
る
と
き
は
、
通
行
を
お
控
え
く

だ
さ
い
。

北
側
と
南
側
を
つ
な
ぐ
歩
道
橋

「
キ
ラ
ウ
ミ
か
も
め
橋
」
が
完
成

「キラウミかもめ橋」が完成しました

※新型コロナウイ
ルス感染症の感染
状況により、日程
が変更となる場合
がありますので、
ご了承願います。

営業（9:00 ～ 19:00）不定休 TEL 35-2210
おいしいお肉とお惣菜  上神田精肉店

Happy Pork 
カタロースかたまりカタロースかたまり＆＆骨付きスペアリブ de骨付きスペアリブ de　　　

適度にサシがあり濃厚でＢＢＱに最適適度にサシがあり濃厚でＢＢＱに最適
ボリューム感あるお肉を囲んで盛り上がろう！ボリューム感あるお肉を囲んで盛り上がろう！

バーべキューバーべキュー

中央区　電話  35−2045髙橋薬局

第３類医薬品

若甦
内服液Ｇ

25 本 + ５本（１ヵ月分）16500 円
５本 + １本（６日分）　　  3300 円
１本　　　　　　　　　　   660 円

季節の変わり目
疲れがとれないまま
過ごしていませんか？

そんな今こそ、そんな今こそ、
　　　　人参パワー‼　　　　人参パワー‼

屋根・外壁・木部塗装屋根・外壁・木部塗装
ををお考えなら、お考えなら、
本波塗装本波塗装ににご相談ください !ご相談ください !

連絡先：本波（堀内） 080-3329-5478連絡先：本波（堀内） 080-3329-5478
見積もり無料！お気軽にご連絡ください見積もり無料！お気軽にご連絡ください

中央区  三船製菓 ☎35－2020

　「ジョイフルデー」

お一人様何本でもＯＫお一人様何本でもＯＫ ‼‼ 予約もＯＫ ‼予約もＯＫ ‼

4/30
（土）

限定 40 本

抹茶ロール　抹茶ロール　11 本　本　10001000 円円

おやき、 ドーナツも販売しますおやき、 ドーナツも販売します !!!!

香りの良い抹茶シートに、自家製のあんこをふんだんに入れ香りの良い抹茶シートに、自家製のあんこをふんだんに入れ
たあんバターをたっぷり♡ジョイフル限定の１品ですたあんバターをたっぷり♡ジョイフル限定の１品です‼‼
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▼
広
報
担
当
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
広
報
担
当
に
な
り
、
い

ろ
ん
な
方
々
と
「
つ
な
が
り
」
が
で

き
た
こ
と
が
宝
物
で
す
。
お
手
紙
や

電
話
を
く
れ
た
皆
さ
ん
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
▼
３
年
間
、
歴
代

の
広
報
マ
ン
が
築
き
上
げ
て
き
た
も

の
を
継
承
し
つ
つ
、
時
代
に
合
っ
た
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
広
報
を

作
り
た
い
と
思
い
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た

部
分
は
ど
う
ぞ
お
許
し
く
だ
さ
い
▼

時
代
の
流
れ
で
、
今
後
広
報
ふ
だ
い

も
「
形
」
を
変
え
て
い
く
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
ど
ん
な
形
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
時
代
で
進
化
し

続
け
て
い
く
「
広
報
ふ
だ
い
」
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
▼
次
の
担

当
は
と
り
も
の
後
輩
、
澤
口
卓
弥
主

事
。
今
後
も
応
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　

  　
（
サ
カ
シ
タ
タ
カ
ヒ
ロ

）

▼
４
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
お
世
話
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

 　
　
　

 　
　
　
　
（
澤
口
卓
弥

）

広報　　　 ４月号 №719

旅立ちの春旅立ちの春
出会いの春出会いの春

　　はまゆり子ども園の卒入園式と普代小・普
代中の卒入学式が３月中旬から４月上旬にそ
れぞれ行われました。式は、新型コロナウイ
ルスの感染防止のためマスクを着用し、規模
を縮小して開催。たくさんの思い出を胸に学
びやを巣立った子どもたちは、新たな場所で
一歩を踏み出しました。

感謝の気持ちを伝える卒業生（普代小）

3/12　普代中卒業式（14 人卒業）
3/18　普代小卒業式（21 人卒業）
3/23　子ども園卒園式（６人卒園）
４/6　普代中入学式（20 人入学）
４/7　子ども園入園式（６人入園）
４/8　普代小入学式（５人入学）

元気よく６人が入園しました（子ども園）

力強く前を見つめ卒業証書を受け取りました（普代中）

別れを惜しみ、あふれる涙をぬぐいます（普代中）

誓いの言葉を述べる入学生（普代中）

名前を呼ばれ、ハイッ‼（子ども園）

お母さんありがとう !（子ども園）

congratulationscongratulations
fly to the futurefly to the future

５人が仲良く入学（普代小）

		  前月比	 前年比
人　口	 2,462人	 （ー 1 3 ）	（−83）
  （男）	 1,232人	 （ー ７ ）	（−39）
  （女）	 1,230人	 （ー ６ ）	 （−44）
世　帯	 1,105戸	 （± ０ ）	（－15）

人口と世帯人口と世帯 ３月末現在


